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赤磐市市章、決まりました。 赤磐市市章、決まりました。 

　市章の選考は、応募作品１,６７８作品の中から市章選定委員１２名で３回の選定
委員会を開催し厳正なる審査の結果、菅谷健夫さんの図案が赤磐市にもっと
もふさわしい市章のデザインであるとして選定されました。 
　今回制定された市章については、今後広報紙、各種カード、各種パンフレ
ット、賞状、封筒などに広く使用していく予定です。 

【市章の意味するもの】【市章の意味するもの】 

　赤磐市の「ア」をモチーフに、躍動感とふれあいのイメージを表現し

ました。赤は市民の活力を、緑は豊かにとりまく自然と文化と歴史を象

徴し、未来をみつめ活気あふれる赤磐市の発展を意味しています。 

【市章の意味するもの】 

　赤磐市の「ア」をモチーフに、躍動感とふれあいのイメージを表現し

ました。赤は市民の活力を、緑は豊かにとりまく自然と文化と歴史を象

徴し、未来をみつめ活気あふれる赤磐市の発展を意味しています。 

赤磐市合併記念式典 
国体 
図書館 
公民館へ行こう 
暮らしのカレンダー 
情報BOX
まちのわだい 
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2広報あかいわ（平成17年9月号） 

　
式
典
第
一
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

会
場
を
暗
く
し
、
静
か
な
雰
囲
気
の
な

か
映
像
で
山
陽
町
、
赤
坂
町
、
熊
山
町
、

吉
井
町
が
合
併
し
た
こ
と
の
紹
介
、
市

章
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
安
井
助
役
の
開
式
の
言
葉
で

始
ま
り
、
荒
嶋
市
長
が
「
市
政
の
均
衡

あ
る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
を
図
り
な

が
ら
、
『
人

”い
き
い
き
“
ま
ち

”き

ら
り
“
』
を
赤
磐
市
の
将
来
像
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
と
共
に
築

い
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
。
次
に
山
田

市
議
会
議
長
が
議
会
を
代
表
し
あ
い
さ

つ
。 

　
こ
れ
に
続
き
赤
磐
市
合
併
に
尽
力
さ

れ
た
八
人
に
総
務
大
臣
表
彰
と
岡
山
県

知
事
表
彰
、
二
十
五
人
に
赤
磐
市
長
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
石
井
正
弘
岡
山
県
知
事
な

ど
来
賓
か
ら
今
後
の
発
展
を
激
励
す
る

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
式
典
は
厳
粛
に
進
行
し
、
篠
田
助
役

の
閉
式
の
言
葉
で
終
了
。 

　
第
二
部
は
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

浜
家
輝
雄
さ
ん
司
会
の
下
、
歌
手
の
金

沢
明
子
さ
ん
、
漫
才
の
横
山
た
か
し
・

ひ
ろ
し
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
Ｒ
Ｓ
Ｋ
ラ
ジ

オ
公
開
録
音
の
「
赤
磐
市
合
併
記
念
　

ふ
れ
あ
い
　
歌
と
笑
い
の
ス
テ
ー
ジ
」

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
七
月
三
十
一
日
（
日
）
、
山
陽

ふ
れ
あ
い
公
園
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア

リ
ー
ナ
で
、
赤
磐
市
の
誕
生
を
祝

う
記
念
式
典
が
、
来
賓
を
は
じ
め

招
待
者
約
四
百
二
十
人
の
も
と
盛

大
に
開
か
れ
ま
し
た
。 

発
展
と
一
体
感
を
願
い
、

発
展
と
一
体
感
を
願
い
、 

決
意
新
た
に

決
意
新
た
に 

▲式辞を述べる荒嶋市長 

▲厳粛な雰囲気の中、式典は挙行されました。 
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受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

●
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
者 

●
岡
山
県
知
事
表
彰
受
賞
者 

　
遠
藤
　
雅
晴
　
旧
山
陽
町
長 

　
難
波
　
　
勉
　
旧
赤
坂
町
長
　 

　
森
川
　
勧
治
　
旧
熊
山
町
長
　 

　
荒
嶋
　
龍
一
　
旧
吉
井
町
長
　 

　
山
田
　
秀
士
　
旧
山
陽
町
議
会
議
長 

　
稲
田
　
昌
瑛
　
旧
赤
坂
町
議
会
議
長 

　
武
本
　
一
郎
　
旧
熊
山
町
議
会
議
長 

　
実
光
　
　
守
　
旧
吉
井
町
議
会
議
長 

●
赤
磐
市
長
感
謝
状
受
賞
者 

　
総
務
大
臣
表
彰
お
よ
び
県
知
事
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
人
な
ら
び
に
現
職
の
市

議
会
議
員
を
除
く
元
赤
磐
地
域
合
併
協

議
会
委
員
（
順
不
同
） 

【
山
陽
地
域
】 

　
　
岩
本
　
　
浩
　
　
作
本
　
健
二 

　
　
杉
本
　
　
守
　
　
楠
原
　
知
子 

　
　
奥
村
　
久
夫
　
　
有
友
　
俊
二 

【
赤
坂
地
域
】 

　
　
佐
倉
　
美
昌
　
　
湯
原
　
淑
収 

　
　
杉
山
　
順
子
　
　
坂
本
　
朝
子 

　
　
福
井
　
和
男 

【
熊
山
地
域
】 

　
　
大
岩
　
和
誠
　
　
森
本
　
桂
二 

　
　
小
林
　
喜
孝
　
　
実
盛
八
重
子 

　
　
新
免
　
載
之
　
　
行
本
　
恭
庸 

【
吉
井
地
域
】 

　
　
清
水
　
　
哲
　
　
平
尾
　
暢
良 

　
　
原
　
　
保
江
　
　
中
原
　
　
淳 

　
　
安
東
　
一
二
　
　
橋
本
　
直
周 

【
学
識
経
験
者
】 

　
　
平
野
　
正
樹
　
　
村
上
　
佳
教 

発
展
と
一
体
感
を
願
い
、 

決
意
新
た
に 

　
赤
磐
市
の
市
章
募
集
に
は
、
三
月
十
五

日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
一
カ
月
半
の

期
間
で
全
国
各
地
か
ら
千
六
百
七
十
八
作

品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
公
募
作
品
は
、
十
二
人
の
市
章
選
定
委

員
に
よ
り
二
回
の
委
員
会
を
経
て
候
補
八

作
品
に
絞
り
込
ま
れ
、
最
終
の
三
回
目
の

委
員
会
で
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
を
決
定
し

ま
し
た
。 

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 （

敬
称
略
） 

●
最
優
秀
賞 

　
菅
谷
　
健
夫
（
埼
玉
県
入
間
市
） 

●
優
秀
賞 

　
阿
部
か
ほ
り
（
神
奈
川
県
横
浜
市
） 

　
北
野
　
公
一
（
和
歌
山
県
田
辺
市
） 

　
青
柳
　
謹
一
（
埼
玉
県
川
越
市
） 

　
北
垣
　
　
毅
（
兵
庫
県
伊
丹
市
） 

s
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
る
旧
山
陽
町
長 

▲石井正弘岡山県知事の祝辞 

▲市章選定委員会の様子 

▲金沢明子さん ▲横山たかし・ひろしさん 

市
章
受
賞
者
一
覧 



私
が
い
な
け
れ
ば
何
も
な
い
 

こ
の
美
し
い
夕
ぐ
れ
も
 

樹
々
の
網
目
の
シ
ル
エ
ッ
ト
 

そ
の
ゆ
る
や
か
な
描
線
の
 

音
楽
的
な
け
む
ら
い
も
 

か
た
く
な
人
の
心
の
か
げ
 

あ
り
と
も
見
え
ぬ
不
如
意
さ
も
 

誰
も
き
づ
い
て
く
れ
は
し
な
い
 

た
だ
私
だ
け
が
知
る
ば
か
り
 

眸
ひ
た
す
ら
み
ひ
ら
い
て
 

蜜
蜂
が
巣
に
か
よ
う
よ
う
 

此
の
世
の
あ
わ
れ
溜
め
て
お
く
 

人
に
告
げ
得
ず
つ
た
わ
ら
ぬ
 

私
の
消
え
る
日
皆
消
え
る
 

だ
の
に
甲
斐
な
く
詩
を
書
い
て
 

だ
の
に
甲
斐
な
く
詩
を
書
い
て
 

（
『
あ
け
が
た
に
く
る
人
よ
』
一
九
八
七

年
六
月
　
思
潮
社
）
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人 hito

【永瀬清子の詩を読むe】 

私
が
い
な
け
れ
ば
何
も
な
い
 

  

s
一
九
四
〇
年
二
月 

神
保
光
太
郎
第
一
詩
集
『
鳥
』
出
版
記
念 

　
会
出
席
。
丸
山
薫
、北
川
冬
彦
、萩
原
朔
太
郎
ら
と
と
も
に 

　
参
加
（
女
性
は
清
子
の
み
） 

 

　「
私
が
い
な
け
れ
ば
何
も
な
い
」、

こ
の
詩
句
を
読
ん
で
ど
の
よ
う

な
感
想
を
お
持
ち
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
永
瀬
清
子
は
「
一
番
肝

心
な
と
こ
ろ
か
ら
第
一
行
を
は

じ
め
て
ほ
し
い
」
と
、
詩
の
第

一
行
を
重
視
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
が
題
名
も
第
一
行
も
「
私

が
い
な
け
れ
ば
何
も
な
い
」
と

書
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
い

か
に
こ
の
詩
句
を
書
き
た
か
っ

た
か
、
重
視
し
て
い
た
か
が
顕

著
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。 

　
こ
こ
で
「
私
」
が
見
て
い
る

風
景
は
、「
私
」
の
目
に
見
え
る

も
の
と
「
私
」
の
心
の
目
に
見

え
る
も
の
と
の
ふ
た
つ
を
表
現

し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
「
人
に
告
げ
得

ず
つ
た
わ
ら
ぬ
／
私
の
消
え
る

日
皆
消
え
る
」
と
、「
私
」
が
見

出
し
た
風
景
は
「
私
」
が
伝
え

な
け
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
他
者
は
「
私
」

と
心
象
風
景
を
共
有
で
き
な
い

と
い
う
絶
対
的
な
孤
独
感
が
う

か
が
え
ま
す
。 

　
そ
れ
で
も
「
私
」
は
、
「
私
」

の
心
象
風
景
を
誰
か
と
分
か
ち

合
い
た
い
と
願
い
詩
を
書
く
の

で
す
が
、「
だ
の
に
甲
斐
な
く
詩

を
書
い
て
」
と
報
わ
れ
な
い
心

情
が
吐
露
さ
れ
て
も
い
ま
す
。 

　
さ
て
こ
の
詩
は
、
一
九
四
〇

年
十
一
月
に
雑
誌
「
現
代
文
学
」

第
三
巻
第
十
号
に
発
表
し
た
詩

で
す
。
そ
の
後
詩
集
に
再
録
さ

れ
な
い
ま
ま
で
し
た
が
、
雑
誌
「
現

代
文
学
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
を
お
よ
そ
五
十
年
ぶ
り
に
見

つ
け
た
人
が
あ
り
、
詩
集
『
あ

け
が
た
に
く
る
人
よ
』
に
再
録

さ
れ
た
の
で
し
た
。

こ
の
詩
が
埋
も
れ

た
ま
ま
に
な
っ
て

い
た
の
は
、
や
や

皮
肉
に
思
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
作
者
で
あ

る
永
瀬
清
子
が
消

え
て
い
な
い
の
に

こ
の
詩
は
消
え
て

い
た
も
同
然
だ
っ

た
か
ら
で
す
。 

　
そ
の
一
方
で
、

後
年
の
永
瀬
清
子
は
、

「
高
村
光
太
郎
氏
を

は
じ
め
、
佐
藤
惣

之
助
師
や
宮
本
百

合
子
氏
や
山
内
義

雄
氏
、
ま
た
吉
本

隆
明
氏
な
ど
最
も

眼
の
み
え
る
方
々

が
私
の
詩
を
は
げ

ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
」

と
、
よ
い
詩
を
書
け
ば
誰
か
が

見
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
自
身

の
体
験
か
ら
述
べ
て
い
ま
す
。

永
瀬
清
子
が
こ
の
詩
を
詩
集
に

再
録
し
た
理
由
を
「
あ
と
が
き
」

に
「
多
分
今
の
私
を
補
足
す
る

で
し
ょ
う
」
と
書
い
た
の
は
、

こ
の
詩
に
書
い
た
よ
う
な
気
持

ち
を
今
な
お
抱
き
つ
つ
も
、
詩

自
身
の
力
を
実
感
し
て
い
る
た

め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
い
く
と
、

一
編
の
詩
の
運
命
や
来
歴
に
思

い
を
よ
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

（
永
瀬
清
子
展
示
室
　
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉
永
瀬
清
子
「
い
い
詩

と
は
何
か
」「
詩
学
」（
一
九
九
二

年
九
月
）
他
 

◎

みんなの力で成功させよう！ みんなの力で成功させよう！ 

　
七
月
二
十
七
日
（
水
）
、
議
会
の
同
意
を

得
て
、
次
の
二
人
を
助
役
に
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
こ
の
日
か
ら
四
年
で
す
。 

¡

異
　
動
（
　
）
内
は
旧
任 

　〔
七
月
一
日
付
け
〕 

　
◇
池
本
耕
治
　
産
業
建
設
部
長
（
市
民
生
活
部

　
　
生
活
環
境
課
長
） 

　
◇
太
田
耕
一
　
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課
長
（
上

　
　
下
水
道
部
下
水
道
課
参
事
） 

　〔
八
月
一
日
付
け
〕 

　
◇
藤
原
延
興
　
企
画
部
長
（
総
務
部
総
務
課
長
）

　
◇
馬
場
広
行
　
総
務
部
総
務
課
長
（
総
務
部
総

　
　
務
課
長
補
佐
） 

¡

採
　
用
〔
七
月
一
日
付
け
〕 

　
◇
大
深
香
奈
子
　
市
立
熊
山
病
院
看
護
師 

¡

退
　
職
〔
六
月
三
十
日
付
け
〕 

　
◇
藪
本
さ
つ
き
　
市
立
熊
山
病
院
看
護
師 

 

安
井 

栄
一 

篠
田 

敏
史 

　
五
十
七
歳
・
赤
磐
市

長
尾
。
山
陽
町
で
企
画

財
政
課
長
、
議
会
事
務

局
長
、
民
生
部
長
を
歴

任
し
、
合
併
後
は
企
画

部
長
。 

 

　
五
十
七
歳
・
赤
磐
市

周
匝
。
吉
井
町
で
企
画

開
発
課
長
、建
設
課
長
、

総
務
課
長
を
経
て
収
入

役
、助
役
を
歴
任
し
、合

併
に
よ
り
退
職
。 

助
役
二
人
を
選
任

助
役
二
人
を
選
任 

助
役
二
人
を
選
任 

市
役
所
の
人
事

市
役
所
の
人
事 

市
役
所
の
人
事 
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夏季大会： ９月１０日～１３日 
秋季大会：１０月２２日～２７日 

夏季大会まで 

秋季大会まで 
8月31日現在 

あ
と
 

会場地 競　　技 会　　場 
競技日程：平成１７年１０月 

２７日d２６日c２５日b２４日a２３日g

会場地 競　　技 会　　場 
競技日程：平成１７年９月 

１２日b１１日a 
 

１０日g

山陽会場 

熊山会場 

吉井会場 

吉井会場 

赤坂会場 

バレーボール 
成年女子６人制競技 

ホッケー競技 
成年男子・成年女子 

自転車（ロード・レース） 
成年男子・少年男子 

パワーリフティング競技 

ゴルフ競技成年男子 

山陽ふれあい公園 
総合体育館 

赤磐市熊山運動公園 
多目的広場 

 
特設ロード・レースコース 

山陽ゴルフ倶楽部 

赤磐市赤坂体育センター 

◎ 

◎ 

○ 

□ ○ 
 

● 

○ 

○ 

○ 

● 

○ ● 

○ 

◎● 

□：開始式　◎：開始式後競技　○：競技日　●：競技終了後表彰式 
 

★夏季大会 

★秋季大会 

山陽会場：本 庁 国 体 推 進 室　1０８６９－５５－１６０７ 
熊山会場：熊山支所国体推進室　1０８６９９－５－１２０７ 
吉井会場：吉井支所国体推進室　1０８６９－５４－１１４６ 
赤坂会場：赤 坂 支 所 管 理 課　1０８６９－５７－２２２６ 

　競技の観戦と応援、環境美化活動、国体を運営する競
技役員やボランティアなどたくさんの皆さんが国体に参
加し、盛り上げてくれます。 

みんなの力で成功させよう！ みんなの力で成功させよう！ みんなの力で成功させよう！ 

各会場地問い合わせ先 

山陽会場 

赤坂会場 

熊山会場 

吉井会場 

赤磐市 

助
役
二
人
を
選
任 

市
役
所
の
人
事 
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夏
季
大
会
■
9
月
10
日
〜
13
日 

秋
季
大
会
■
10
月
22
日
〜
27
日 

【問い合わせ先】 
　吉井支所国体推進室　10869-54-1146

吉井会場 

夏季大会開催直前！ 

赤磐市ではゴルフ競技（成年男子）が開催されます。 

 

 

●競技日程　9月10日（土）～9月12日（月） 

●会　　場　山陽ゴルフ倶楽部　赤磐市平山428 

●競技方法 
　国体のゴルフ競技は、男女とも成年・少年の4種別があり、競技得点の対象は、都道府県対抗である、
団体戦になります。個人戦の競技得点はありませんが、表彰の対象となっています。 
　団体戦は、1位から8位まで競技得点が与えられ、4種別とも、選手3人の2日間「36ホール」の合計ス
コアが最小となった都道府県を第1位とし、2位以下もそれに続くものとします。個人戦は、4種別とも2
日間36ホールの合計スコアの少ない順に表彰順位を決定します。 

●競技会日程 

期　　　日 内　　　容 

公式練習 

開始式 

競技（１日目） 

競技（２日目） 

表彰式 

７時～ 

１７時～ 

７時～ 

７時～ 

競技終了後 

予定時刻 

９／１０（土） 

９／１１（日） 

９／１２（月） 

　「晴れの国おかやま国体」夏季大会　ゴルフ（成年男子）競技会があ
と10日（8月31日現在）で開催されます。吉井地域では、国体に向けて
いろいろな取り組みがなされていますが、その中で今回は児童・生徒の
皆さんの活動内容をご紹介します。 
　「晴れの国おかやま国体」の大会期間中、全国から来市される選手・
監督の皆さんをまごころのこもったのぼり旗で歓迎しようと、吉井地域
の小学校（2校）・中学校・高等
学校の児童・生徒さんたちが、手
作り応援旗制作に取り組み、47都
道府県各県の特徴を生かした応援
のぼり旗が完成しました。このの
ぼり旗が山陽ゴルフ倶楽部の沿道
に立ち、温かくお迎えすることと
思います。 
 

◎学校からのエール 

　「皆さん、頑張ってください」 
 

手
づ
く
り
 

応
援
旗
で
 

盛
り
上
げ
！
 

▲心を込めて作りました 
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【問い合わせ先】 
　本庁国体推進室　10869-55-1607

山陽会場 

【問い合わせ先】 
　熊山支所国体推進室　108699-5-1207

熊山会場 

◇開催１００日前祭 

◇１００日前決起集会 
　7月18日（月）山陽ふれあい公園で、山陽会場（バレーボール成年女子6人制競
技）100日前決起集会が行われました。 
　赤磐市山陽実行委員会会長の荒嶋市長のあいさつにより、式典がスタート。大
会を支えてくださる競技補助員やボランティアの皆さんへ委嘱状を交付し、「若
い力」の斉唱のあと『晴れの国おかやま国体を、みんなの力で成功させよう！』『頑
張ろう！』と参加者全員でシュプレヒコールをあげました。 
　その後、全国からのお客さんを迎え入れるための「おもてなし講習会」、シー
ガルズによる「バレーボール観戦のススメ」など盛りだくさんの内容が行われ、
バレーボール成年女子6人制競技を迎え入れる皆さんにとっては、とてもためにな
る充実した内容だったのではないでしょうか。 
　国体本番まであとわずか。みんなで盛り上げていきましょう！ 

　晴れの国おかやま国体秋季大会（１０月２２日～開催）まであと５２日（８月３１日現在）と
なり、いよいよ国体が近づいていると実感できます。７月には、秋季大会開催１００日前と
いう節目に山陽会場と熊山会場で、それぞれ開催１００日前イベントを開催しました。 

▲委嘱状交付の様子 ▲「おもてなし講習会」 
講師の佐野先生 

▲シーガルズによる「バレー 
ボール観戦のススメ」 

▲会長から委嘱状を受ける 
民泊受入家庭代表 

 

▲力強く決意を表明する 
岡本さん 

▲楽しい演奏を披露した 
磐梨中学校吹奏楽部 

　7月10日（日）くまやまふれあいセンターで、
「第60回国民体育大会ホッケー競技会開催100日前祭」を開催し、民泊家庭委嘱
式と講習会を行いました。 
　委嘱式では、熊山地域の各民泊協力会の民泊家庭代表者に、荒嶋会長が「よろし
くお願いします」と委嘱状を手渡しました。そして、民泊家庭を代表して沢原民泊
協力会の岡本但さんが、「選手が実力を発揮できるよう心を込めて受け入れ、大会
が成功するように頑張っていきたい」と決意を述べてくださいました。その後、国
体で式典音楽を担当する、磐梨中学校吹奏楽部が、国体イメージソング「RUN」
やマツケンサンバなど、とても楽しいステージを披露してくれました。 
　講習会では、民泊家庭のしおりをもとに、選手が来るまでの準備、選手が来てか
ら帰るまでのスケジュールや対応などについて説明しました。 
　国体まで、3カ月を切り、準備もいよいよ本番を迎えます。赤磐市に来られた皆さんが、心に残る思い出を持っ
て帰ってもらえるように、万全の体制でお迎えしましょう。 
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第
二
十
四
回
全
日
本
ク
ラ
ブ 

卓
球
選
手
権
大
会（
広
島
市
） 

第
二
十
三
回
全
国
ホ
ー
プ
ス 

卓
球
大
会（
東
京
都
） 

◇
山
陽
東
小
学
校
六
年
生 

　
高
木
　
陽
加（
桜
が
丘
西
４
丁
目
） 

         

第
三
十
二
回
全
日
本
中
学
校 

陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
岐
阜
市
） 

◇
男
子
百 

　
桜
が
丘
中
学
校
三
年
生 

　
永
井
　
悠
樹（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

        

第
三
十
五
回
全
国
中
学
校 

剣
道
大
会（
三
重
県
伊
勢
市
） 

◇
剣
道
女
子
個
人
戦 

　
赤
坂
中
学
校
三
年
生 

　
高
馬
　
麻
美（
惣
分
） 

        

平
成
十
七
年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
〕 

（
千
葉
県
八
千
代
市
） 

◇
倉
敷
翠
松
高
校
三
年
生 

　
田
上
　
理
賀（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

◇
倉
敷
翠
松
高
校
二
年
生 

　
中
塚
　
雅
恵（
立
川
） 

          

平
成
十
七
年
度
全
国
高
等
学
校 

総
合
体
育
大
会〔
テ
ニ
ス
競
技
〕　
　

（
千
葉
県
柏
市
） 

ダ
ン
ロ
ッ
プ
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア 

テ
ニ
ス
選
手
権
'05（
大
阪
市
） 

◇
関
西
高
校
三
年
生 

　
藤
澤
　
佑
太（
桜
が
丘
西
６
丁
目
） 

          

平
成
十
七
年
度 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

〔
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
〕　 

（
千
葉
県
白
子
町
） 

◇
東
岡
山
工
業
高
校
二
年
生 

　
南
　
　
善
康（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

        

   

　
七
月
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
の
十
一

日
間
に
わ
た
り
、桜
が
丘
野
球
場
を

会
場
に
、山
陽
地
域
か
ら
十
二
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
大
日
本
野
球
ク
ラ
ブ 

準
優
勝
　
ブ
ラ
ザ
ー 

最
優
秀
選
手
　
岡
本
　
信
二 

（
大
日
本
野
球
ク
ラ
ブ
） 

優
秀
選
手
　
　
森
　
　
剛
正 

（
ブ
ラ
ザ
ー
） 

   

 

　
八
月
十
日（
水
）、岡
山
市
の
後
楽

園
で
炬
火
集
火
式
が
行
わ
れ
、県
内

全
三
十
二
市
町
村
で
採
火
さ
れ
た
炬

火
が
一
つ
の
炎
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
炬
火
は
「
キ
ラ
リ
☆
お
か
や
ま
の

火
」
と
名
づ
け
ら
れ
、お
か
や
ま
国
体

と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
期
間
中

燃
え
続
け
、選
手
た
ち
の
健
闘
を
見

守
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
赤
磐
市
か
ら
は
、小
学
生
二
人
と

今
年
の
国
体
で
も
優
勝
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
野
村
ま
り

主
将
が
代
表
と
し
て
炬
火
集
火
式
に

参
加
し
ま
し
た
。 

　
集
火
台
点
火
に
先
が
け
て
行
わ
れ

た
「
市
町
村
の
火
紹
介
」
で
赤
磐
市

代
表
の
三
人
は
、赤
磐
市
で
採
火
さ

れ
た
炬
火
を
「
新
生
・
赤
磐
市
の
発

展
の
願
い
を
込
め
て『
希
望
に
燃
え
ろ
！

赤
磐
の
火
』
と
、名
づ
け
ま
し
た
」
と

力
強
く
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
大
会
出
場 

　
　
お
め
で
と
う
！ 

国
体
へ
向
け
さ
ら
に
前
進 

後
楽
園
で
炬
火
集
火
式 

第
五
十
九
回
職
場
・
ク
ラ
ブ 

対
抗
野
球
大
会
結
果 

▲田上さん
（右）と中

塚さん（左
） 

▲赤磐市代表の３人 ▲３２市町村の思いが一つになった炬火 

き
ょ
か 

〈
敬
称
略
〉 

 メー 

 

ト
ル 
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図書館 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

トピックス 

開館時間　午前10時～午後6時 
休 館 日　毎週月曜日（熊山は毎週水曜日） 
　　　　　第3日曜日、祝日、月末整理日ほか 
　　　　　（詳しくは、暮らしのカレンダーをご覧ください） 

※1人10冊まで2週間借りられます。はじめての人は、利用者カード発行のため、 
　本人確認（免許証など）できるものをお持ちください。 
※赤磐市内の図書館で借りた本は市内どこの図書館でも返却できます。 

小中学生の図書館員が活躍！ 

文学講演会「日記が語る『赤毛のアン』の真実」 

　この夏休み、熊山図書館と吉井図書館では、
小学校5年生から中学生の34人が図書館の仕事
を体験しました。活躍の様子をコメントいただ
きました。 

　日　　時　10月1日(土)　午後2時～3時30分 
　場　　所　中央図書館 
　講　　師　桂　宥子（かつら・ゆうこ）  
 
　時代を超えて愛され続ける『赤毛のアン』。作者モンゴメリの日記をもとに、その魅力について語
っていただきます。どうぞお繰り合わせのうえおこしください！ 

※参加費無料。参加申し込みは中央図書館まで。電話でも構いません。 

▲熊山図書館 

▲吉井図書館 

～国勢調査員が、9月下旬にあなたのお宅にうかがいます～ 

●本庁企画部企画課　1０８６９－５５－２６９２　　　●赤坂支所管理課　　1０８６９－５７－２２２６ 
●熊山支所管理課　　1０８６９９－５－１２１１　　　●吉井支所管理課　　1０８６９－５４－１１１１ 
 

国
勢
調
査
員
は 

総
務
大
臣
か
ら 

任
命
さ
れ
た 

国
家
公
務
員
で
す
。 

○国勢調査は、統計法に基づいて行われる人口・世帯についての基本的な統計調査です。 
○日本に住んでいるすべての人が対象であり、回答が義務づけられています。 
○国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査内容の秘密は保護されます。 
○記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、就業状態、通勤・通学地、住居の種類など                          
　１７項目です。   
○国勢調査の結果は、少子高齢社会への取組や皆さんのまちづくりにいかされます。 

問い合わせ先 
相 談 窓 口 

　本をどこの本棚に置け

ばいいのかわからなくな

ってちょっとあせりまし

た。疲れたけど楽しかっ

たです。（Y.Y・中２） 

　カード直しや本のカバ
ーかけは、たいへんだっ
たけど楽しかった。図書
館の職員さんがどんなこ
とをしているかわかって
よかった。またしてみた
い。（A.O・小６） 

　貸出返却はスムーズに
できたと思います。DVD、
CD、紙芝居のカバー付
けなどは大変でした。で
も、司書になりたい…。
（M.E・中１） 

～講師プロフィール～ 
岡山県立大学教授。訳書『モンゴメリ 
日記 愛、その光と影』ほか。 

コメント
1
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

季節を彩るガーデニングづくり楽しんでみませんか。 
ガーデニングづくりを通して仲間を増やし、庭先をきれい
に彩ってみましょう。 

ガーデニング教室 

¡1回目　10月18日（火） 
　ガーデニング上達の基礎知識 
¡2回目　11月8日（火） 
　ベランダで楽しむガーデニング 
¡3回目　12月13日（火） 
　冬を彩るガーデニングの色 （々クリスマス・正月を飾る） 
¡4回目　2月7日（火） 
　春に向けてのガーデニングあれこれ 
¡5回目　3月7日（火） 
　庭先を彩るガーデニングの色々 
いずれの回も午後1時30分～3時30分 
 

◇対 　 　 象
◆定　　　員 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
 
 
◇会場・問い合わせ先 

一般 
20人（各回先着順） 
各回2,000円（材料代含む） 
9月5日（月）～9月30日（金） 
※ただし、定員に達した回ごとに締め切
　らせていただきます。 
赤磐市立中央公民館 
10869-55-0069

◆講　　　師 
 
 

サンフローラ岡山専任講師 
豊田　朗ほか 

中央公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇対　　　象 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　今、人気の「ダッチオーブン」を使って簡単にできる野外
料理を楽しみませんか。 

野外料理を楽しもう（第１回） 

10月16日（日）　午前9時～午後1時 
高月公民館周辺 
小学生～一般（小学生の場合は保護者
同伴） 
20人 
800円 
9月5日（月）～10月3日（月） 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆講　　　師 
 
◇対　　　象 
◆参加費・申込 
◇会場・問い合わせ先 

　おもしろい昔話を聞いて、心豊かになりませんか。 

民話を聞く会 

10月8日（土）　午前10時～11時30分 
テレビ・新聞でおなじみの民話おじさん 
立川　憲利（日本民話の会運営委員） 
子ども～一般 
不要 
赤磐市立高月公民館 
1086-229-9777

高月公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆場　　　所 
◇問い合わせ先 

　当日は、秋の野草の生花展、お茶席、邦楽演奏会のほか、
星の無料観望会をします。中秋の名月をぜひ楽しみにきて
ね。皆様のご来場をお待ちしています。 

竜天天文台　名月鑑賞会 

9月18日（日）　午後6時～9時30分 
赤磐市竜天天文台公園 
赤磐市立吉井公民館 
10869-54-1379 
 

吉井公民館主催講座 

 
▲竜天天文台 

▲たくさんの仲間とガーデニングづくり 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

◇日　　　時 
 
 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇会場・問い合わせ先 

　鉢物やお皿など、自分好みの作品を作ってみませんか。 

陶芸入門  灰釉の焼物と織部焼 

10月29日（土）　灰釉の焼物 
11月26日（土）　織部焼 
いずれも午後2時～4時 
永井　典子 
一般 
16人（先着順） 
1,500円（全2日分・材料代含む） 
9月5日（月）～10月1日（土） 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777 

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇定 　 　 員  
◆申 込 締 切  
 
 
◇問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市に生息する身近な動物（水
の中の生きもの）について観察してみよう。 

ドキドキ講座(自然観察会） 

9月10日（土）　午前9時～正午（雨天
の場合は中止です） 
吉井川－熊山橋左詰周辺 
30人 
9月3日（土） 
※水に入ってもよい服装で、帽子とタオ
　ルを持ってきてね。 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 
 

熊山公民館主催講座 

◇日　　　時 
◆内　　　容 
 
 
◇問い合わせ先 

　お茶を飲みながら中秋の名月と各種芸能を鑑賞してみま
せんか。 

観月会 

9月18日(日)　午後7時～9時30分 
公民館講座生、文化協会員の芸能部門
の発表です。日本琴、民踊、詩吟、剣詩舞、
カラオケほか 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360 
 

熊山公民館主催講座 

　パターンをもとに絵付けをして、心温まる装飾品をあな
たも作ってみませんか。 

◇日　　　時 
 
 
 
 
◆講　　　師 
◇対　　　象 
 
◆定 　 　 員  
◇参　加　費 
 
◆そ　の　他 
 
 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

トールペイント 

¡11月5日（土）・12日（土） 
　「小物入れ」コース 
¡12月3日（土）・10日（土） 
　「おひなさま」コース 
いずれも午後1時30分～4時 
光石　三池子 
小学4年生～一般（小学生は大人と同
伴で） 
各コース10人（先着順） 
1コース　1人800円（全2回分・材料代
含む） 
専用筆・スポンジブラシが必要なので、
持っていない人は実費負担（８００円程度）
で購入をお世話します。 
9月5日（月）～10月1日（土） 
赤磐市立山陽公民館 
10869-55-9777 
 

山陽公民館主催講座 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
 
◇対　　　象 
◆定 　 　 員  
 
 
◇申 込 期 間  
◆問い合わせ先 

9月30日(金) 
午後5時20分～9時30分 
赤磐市竜天天文台公園（午後5時20分、
熊山公民館集合） 
小学3～6年生 
40人(先着順） 
※参加者多数の場合は抽選とさせてい
　ただきます。 
9月5日（月）～9月15日（木） 
赤磐市立熊山公民館 
108699-5-1360

　宇宙に眼を向けて、神秘の世界を見つめよう。 
秋の夜空を彩る星・天体について学んでみましょう。 

秋の夜空ウォッチング 

熊山公民館主催講座 

わくわく講座 

自然だいすき 

▲絵付けに夢中の受講者 

は い ゆ う  
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6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22

28 29

23

30
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27 10/1

●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　桜が丘中・磐梨中 
●１歳６か月児健診　13：00～13：30 
　（山陽保健センター） 

●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　高陽中・赤坂中 
●２歳６か月児歯科健診 
　13：00～13：30（山陽保健センター） 

●くつろぎの英国式ティータイム 
　１０：００～１２：００（西山公民館） 
 

●交通安全日 
●公開講座「いて座」 
　１９：００～２２：００（竜天天文台） 
●「おひさま」おはなし会 
　１１：００～（熊山図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　（おはなし会）　１４：３０～ 
　（中央図書館） 
●晴れの国おかやま国体夏季大会
　～１２日まで 
　ゴルフ競技成年男子 
　会場：山陽ゴルフ倶楽部 

●フラワーアレンジメント 
　１０：００～１２：００（西山公民館） 
●えほん読み聞かせ会 
　１４：００～（赤坂図書館） 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●歴史講座「池田光政」 
　１４：００～１６：００（山陽公民館） 

●なかよしひろば２・３歳児クラス 
　１０：００～１１：３０（中央公民館） 
●よろず相談　１３：００～１５：００ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●「おはなしのおへや」おはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 

●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　高陽中・赤坂中 
●育児相談 
　対象：H16年11月・H17年2月生 
　10：00～11：00（山陽保健センター） 
●人権行政相談　１３：００～１６：００ 
　（本庁２階 第１会議室） 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（赤坂地域） 
●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　高陽中・赤坂中 
●えほんのじかん 
　１１：００～（中央図書館） 

●乳児健診　13：00～１3：30 
　（山陽保健センター） 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（山陽地域） 
●たんぽぽの会　１０：００～１１：００
　（赤坂公民館） 
●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　桜が丘中・磐梨中 
●えほんのじかん 
　１１：００～（中央図書館） 

●たんぽぽの会　１０：００～１１：００
　（赤坂公民館） 
●えほんのじかん 
　１１：００～（中央図書館） 

●健康づくり運動教室 
　１０：００～１１：３０（ライフプラザ吉井） 
●離乳食講習会　１０：００～１１：３０ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●中学生職場体験活動 
　（岡山チャレンジ・ワーク１４） 
　桜が丘中・磐梨中 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（山陽地域） 
●合同相談　１３：００～１４：００受付 
　（吉井支所相談室） 
●年金相談 
　１０：００～１２：００、１３：００～１５：００ 
　（本庁２階 中会議室） 
●えほんのじかん 
　１１：００～（中央図書館） 

●お笑い赤坂亭定例寄席 
　１９：００～２０：００（お笑い赤坂亭） 
●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 

●としょかんわくわくタイム 
　１４：３０～（中央図書館） 
●文学講演会（詳細９p） 
　１４：００～１５：３０（中央図書館） 

 

●なかよしひろば２・３歳児クラス 
　１０：００～１１：３０（中央公民館） 

●よろず相談　１０：００～１２：００ 
　（熊山保健福祉総合センター） 
●無料法律相談　１３：００～１６：００ 
　（産業会館２階 ふるさと交流室） 
●「おはなしのおへや」おはなし会 
　１５：３０～（熊山図書館） 

●人形劇フェスティバル 
　１４：３０～（中央図書館） 

火 水 木 金 土 

●思い出を謳う集い 
　１０：００～１２：００（山陽公民館） 
●育児相談　１０：００～１１：００ 
　（吉井健康センター） 

●３歳児健診　１３：００～１３：３０ 
　（山陽保健センター） 

●健康づくり運動教室 
　１０：００～１１：３０（ライフプラザ吉井） 
●パソコン相談室 
　１５：００～２０：３０（中央公民館） 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（山陽地域） 

◆図書館休館日（全館） 

 

Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

9月 

平成17年 

12広報あかいわ（平成17年9月号） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

◆桜が丘いきいき交流センター休館日 
◆図書館休館日（熊山） 

秋分の日 

◆図書館休館日（全館） 
［医］山陽クリニック 
　　1０８６９-５５-７１１１ 
［医］市立熊山病院 
　　1０８６９９-５-１２５１ 



●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（山陽地域） 
●初心者向けパソコン講座 
　「はじめてのワード入門」 
　９：００～１２：００、１３：３０～１６：３０、 
　１８：３０～２１：３０（中央公民館） 
　９/９まで（水曜を除く） 

●乳がん検診〈マンモグラフィ〉
　（山陽地域） 
●初心者向けパソコン講座 
　「はじめてのエクセル入門」 
　９：００～１２：００、１３：３０～１６：３０、 
　１８：３０～２１：３０（中央公民館） 
　９/16まで（水曜を除く） 

●赤坂球技大会　８：３０～ 
　（赤坂多目的広場 他） 

●衆議院議員総選挙及び 
　最高裁判官国民審査投票日 

4 5

11 12

18 19

25 26

日 月 

●絵だより教室　１３：３０～１５：３０ 
　（笹岡公民館） 

●竜天天文台　名月鑑賞会 
　18：00～21：３0（吉井公民館） 

●交通安全日 
●楽しいクッキング　1０：00～　 
　（熊山図書館） 

［医］河田産婦人科 
　　1０８６９-５５-０２６４ 
［医］森医院 1０８６９-５７-２４００ 

［医］小坂内科医院 
　　1０８６９-５５-３３４４ 
［医］景山医院 1０８６９９-５-２２９９ 

◆図書館休館日（全館） 
［医］桜が丘クリニック 
　　1０８６９-５５-８０２５ 
［医］吉田医院 1０８６９-５４-０２０２ 

［医］片山医院 1０８６-２２９-２１６６ 
［医］井上内科医院 
　　1０８６９-５４-１９０２ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

◆図書館休館日（全館） 
［医］幸ケ峯クリニック 
　　1０８６９-５５-０８１５ 
［医］米井医院 1０８６９-５４-０５５０ 

◆図書館休館日（中央・赤坂・吉井） 

Sunday Monday

1
2
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山陽ふれあい公園 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

施設整備 

1 0869-54-23231 0869-55-4432

吉井B&G海洋センター 
屋内プール トレーニングルーム 屋内プール トレーニングルーム 

１０：００～ 
１２：００ 

１４：００～ 
１６：００ 

１８：３０～ 
２０：３０ 

９：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１７：００ 

初心者 
講　習 
実施日 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２１：００ 

９：００～ 
１２：００ 

１３：００～ 
１７：００ 

１８：００～ 
２２：００ 

○ 屋内プール一般開放　　　☆ トレーニングルーム開放 

9
月 

日 

［医］＝休日当番医　◆＝図書館休館日 

13 広報あかいわ（平成17年9月号） 

★9月の税・保険料を期限内に納めましょう 
　●固定資産税 ３期 
　●国民健康保険税 ４期 
　●介護保険料 ３期（山陽地域） 
　　　　　　　 ４期（熊山・吉井地域） 

９月３０日まで 

敬老の日 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上で初心者講習修了者に限りま
　す。初心者講習は★印に行っていま
　すが電話予約が必要です。 
　受講料４００円　再受講料３００円 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…４００円 
　　　　中学生以下…２００円 
●トレーニングルーム…３００円 

※トレーニングルームのご利用は高校
　生以上です。 
※９月１０日、１１日は通常と利用時間が
　異なります。 

［利用料金］ 
●プール高校生以上…１００円 
　　　　中学生以下…５０円 
●トレーニングルーム…１００円 

M O N T H L Y  S C H E D U L E



             

　
八
月
か
ら
各
地
域
で
、
四
十
歳

以
上
の
女
性
（
市
で
実
施
す
る
視

触
診
の
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
の
内
）
を
対
象
に
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
機
械
を
搭

載
し
た
車
で
検
診
を
実
施
し
ま
す

が
、
一
人
に
つ
き
撮
影
に
『
五
〜

七
分
』
か
か
る
た
め
、
半
日
の
検

診
人
数
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。 

　
受
診
希
望
者
の
多
い
会
場
で
は
、

や
む
を
得
ず
、
そ
の
時
間
帯
を
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

（
本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係
） 

   

日
　
時
　
九
月
二
十
日
（
火
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
　
象
　
吉
井
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
、
育
児
相
談
、

　
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

    

　
赤
磐
市
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
、
寝
具
類
な
ど
洗
濯
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
次
の
人
を
対
象

に
寝
具
類
な
ど
の
衛
生
管
理
の
た

め
の
水
洗
い
と
乾
燥
消
毒
な
ど
を

行
う
も
の
で
す
。
希
望
者
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
単

身
世
帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
に
属
す

る
高
齢
者
な
ら
び
に
身
体
障
害
者

で
、
心
身
の
障
害
や
疾
病
な
ど
の

理
由
に
よ
り
寝
具
類
な
ど
の
衛
生

管
理
が
困
難
な
人
。 

　
た
だ
し
、
所
得
税
非
課
税
世
帯

に
限
り
ま
す
。 

布
団
の
集
荷
日 

　
九
月
〜
十
月 

　
布
団
は
委
託
業
者
が
集
荷
日
に

お
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
約
一
週
間

後
に
配
達
し
ま
す
。
日
時
に
つ
い

て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

申
込
期
限
　
九
月
二
十
日
（
火
） 

助
成
限
度
額 

　
年
間
一
回
で
、
五
千
円
ま
で 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
お
住
ま
い
の
赤
磐
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
所
ま
で 

¡
山
陽
支
所 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）８
８
７
７ 

¡
赤
坂
支
所 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）２
３
３
４ 

¡
熊
山
支
所 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
３
３
６ 

¡
吉
井
支
所 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）２
５
３
３ 

¡
本
庁
社
会
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
５ 

   

　
離
乳
食
づ
く
り
の
基
礎
を
勉
強

し
ま
す
。
（
要
予
約
） 

日
　
時
　
九
月
十
五
日
（
木
）
　

　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ

　
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
四
カ
月
〜
一
歳
五
カ
月

　
児
の
保
護
者
（
託
児
有
） 

定
　
員
　
先
着
二
十
人 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
母
子
健
康
手
帳 

申
し
込
み
先 

¡

本
庁
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
７ 

¡

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
７
）４
８
２
２ 

¡

熊
山
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

¡

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
３
７
４ 

        

　
幼
児
が
元
気
で
生
き
生
き
と
園

生
活
を
過
ご
し
て
い
る
様
子
や
園

の
地
域
の
特
性
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
、
幼
児
に
ふ
さ
わ
し
く
親
し

み
や
す
い
園
歌
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
要
項 

q
幼
稚
園
名
　
　 

　
赤
磐
市
立
い
わ
な
し
幼
稚
園 

　
赤
磐
市
立
桜
が
丘
幼
稚
園 

　
赤
磐
市
立
山
陽
北
幼
稚
園 

w
応
募
資
格 

　
問
い
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
自
作

で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）
。

e
応
募
先
　
　 

　
〒
７
０
９
―
０
８
１
６ 

　
赤
磐
市
下
市
三
三
七 

　
赤
磐
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）０
９
７
２ 

r
応
募
規
定 

¡

四
百
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
に
三 

　
番
ま
で
の
歌
詞
を
か
い
書
で
縦

　
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（
園

　
歌
名
「
○
○
幼
稚
園
歌
」
と
表

　
記
し
て
く
だ
さ
い
） 

¡

裏
面
に
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

　
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

t
応
募
締
め
切
り 

　
十
月
三
十
一
日
（
月
）
必
着 

y
審
　
査 

　
園
歌
選
定
委
員
会
で
審
査
の
う

え
、
決
定
し
ま
す
。 

u
そ
の
他
　
　
　
　 

¡

応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。 

¡

採
用
作
品
は
、
一
部
修
正
、
補

　
修
し
て
使
用
す
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。 

¡

採
用
作
品
に
は
、
賞
状
お
よ
び

　
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。 

¡

応
募
作
品
の
著
作
権
な
ど
の
一

　
切
の
権
限
は
、
赤
磐
市
教
育
委

　
員
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま

　
す
。 

           

●本庁代表 
　10869-55-1111 
●赤坂支所代表 
　10869-57-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　10869-54-1111
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健
康
福
祉 

募

集

 

吉
井
支
所
育
児
相
談 

離
乳
食
講
習
会 

幼
稚
園
園
歌（
歌
詞
）募
集 

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
）は
受
診
人
数
に
制
限

が
あ
り
ま
す 

寝
具
類
な
ど
洗
濯
乾
燥 

消
毒
サ
ー
ビ
ス 

臨時保育士 
募　集 



  【
パ
ソ
コ
ン 

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
】 

　
パ
ソ
コ
ン
を
基
礎
か
ら
学
び
ま

せ
ん
か
。 

日
　
時 

　
十
月
一
日
（
土
）
、
二
日
（
日
）

　
の
二
日
間 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

　
三
十
分 

受
付
締
め
切
り  

　
九
月
二
十
二
日
（
木
） 

受
講
料 

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
千
円
必
要
） 

申
し
込
み
方
法 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ま
た
は

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

持
参
品 

　
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ
パ
、
弁
当
、

　
ノ
ー
ト
、
テ
キ
ス
ト
代
千
円 

 

【
木
工
入
門
】 

　
「
花
台
」
を
つ
く
り
ま
す
。 

日
　
時 

　
十
月
四
日
（
火
）
〜
六
日
（
木
）

　
の
三
日
間 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

定
　
員
　
二
十
人
（
応
募
者
多
数

　
の
場
合
抽
選
） 

受
付
期
間 

　
九
月
一
日
（
木
）
〜
三
十
日
（
金
） 

材
料
代
　 

千
円 

申
し
込
み
方
法 

　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

持
参
品
　
筆
記
用
具 

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
〒
７
０
９
―
０
８
５
４ 

　
瀬
戸
町
江
尻
一
三
二
六 

　
岡
山
県
立
岡
山
高
等
技
術
専
門
校 

　
1
０
８
６
９（
５
２
）１
６
５
１ 

　http://w
w
w
.pref.okayam

a. 

　jp/sangyo/okagi/k.htm
 

             

  【
花
】 

◇
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
栽
培
管
理 

日
　
時
　
九
月
十
四
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
東
備
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
副
参
事
　
中
川
　
雄
一 

対
象
者
　
生
産
者 

定
　
員
　
四
十
人 

 【
加
工
】 

◇
特
産
品
づ
く
り
体
験 

　
マ
ス
カ
ッ
ト
の
シ
ロ
ッ
プ
漬
け 

日
　
時
　
九
月
二
十
二
日
（
木
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

講
　
師 

　
山
陽
ふ
る
さ
と
の
味
研
究
会 

対
象
者
　
一
般 

定
　
員
　
十
人 

材
料
費
　
五
百
円 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
産
業
振
興
課 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）６
１
７
５ 

      

   

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

　
守
ら
れ
ま
す
。 

         

日
　
時
　
十
月
七
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所
　
山
陽
産
業
会
館
二
階 

　
ふ
る
さ
と
交
流
室 

相
談
員 

　
岡
山
弁
護
士
会
所
属 

　
弁
護
士
　
奥
田
　
哲
也 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相
談
時

　
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
（
相

　
談
時
間
は
一
人
約
三
十
分
、
予

　
約
人
数
は
一
日
最
大
六
人
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

   
日
　
時
　
九
月
九
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
四
時 

場
　
所 

　
本
庁
二
階
　
第
一
会
議
室 

人
権
擁
護
委
員 

　
長
光
　
　
惠
　
　
田
代
　
邦
彦 

　
吉
永
　
佳
子
　
　
　
形
　
美
枝 

　
光
田
　
　
功 

行
政
相
談
委
員 

　
丸
尾
　
　
壽 

※
相
談
日
は
予
約
制
と
し
て
い
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

　
相
談
時
間
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
啓
発
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
４ 

   

日
　
時 

¡
九
月
二
日
（
金
） 

　
午
前
十
〜
正
午 

¡
九
月
十
六
日
（
金
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所 

　
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

¡
九
月
二
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
森
定
　
温
知 

　
【
人
　
　
権
】
勝
山
　
英
世 

　
【
行
　
　
政
】
射
矢
　
昌
美
　 

¡
九
月
十
六
日
（
金
） 

　
【
心
配
ご
と
】
佐
藤
　
禮
子 

　
【
人
　
　
権
】
仲
川
　
翠
　 

問
い
合
わ
せ
先 

　
熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
４ 
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相

談

 

新
技
術
講
座 
公
開
技
能
講
座 

無
料
法
律
相
談 

よ
ろ
ず
相
談 

人
権
・
行
政
相
談 

臨時保育士 
募　集 

臨時保育士 
募　集 

　赤磐市では、１０月１

日採用予定の臨時保

育士を次のとおり募集

しています。 

【資　　格】保育士資格証保持者 

【年　　齢】４０歳まで 

【募集人員】若干名 

【受付期間】９月１６日（金）まで 

【雇用場所】市内の公立保育園 

【雇用期間】１０月～３月 

【問い合わせ・申し込み先】 

　本庁社会福祉課子育て支援係 

　1０８６９（５５）１１１５ 

 



   

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す

る
相
談
な
ど
に
応
じ
る
行
政
相
談

委
員
、
射
矢
昌
美
さ
ん
（
河
田
原
）

が
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
員
は
、

定
期
的
に
皆
さ
ん
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
も
お
受

け
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◇
射
矢
行
政
相
談
委
員 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）２
９
５
６ 

          

日
　
時
　
九
月
二
十
一
日
（
水
） 

　
午
後
一
時
〜
二
時 

場
　
所
　
吉
井
支
所
相
談
室 

相
談
内
容
お
よ
び
担
当
者 

　
【
人
　
　
権
】
井
上
　
和
也 

　
【
心
配
ご
と
】
岩
藤
　
一
司 

　
【
行
　
　
政
】
杉
本
　
宗
義 

　
【
身
体
障
害
】
今
井
田
　
聰 

　
【
知
的
障
害
】
岡
本
　
孝
哉 

問
い
合
わ
せ
先 

　
吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９（
５
４
）１
１
８
３ 

   

日
　
時
　
九
月
二
十
一
日
（
水
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

　
午
後
一
時
〜
三
時 

場
　
所
　
本
庁
二
階
　
中
会
議
室 

相
談
員
　
岡
山
社
会
保
険
事
務
所

　
年
金
専
門
官 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）１
１
１
３ 

        

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

翌
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま

と
め
払
い
す
る
と
、
割
引
の
あ
る

「
前
納
制
度
」
（
表
１
）
が
あ
り

ま
す
。
毎
月
（
定
額
一
万
三
千
五

百
八
十
円
）
納
め
る
よ
り
お
得
な

う
え
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
便
利
で
す
。 

　
ま
た
、
現
金
で
の
納
付
よ
り
十

月
分
か
ら
翌
年
三
月
分
ま
で
（
六

カ
月
分
）
の
口
座
振
替
が
さ
ら
に

お
得
で
す
。
（
表
２
）
申
し
込
み

は
、
年
金
手
帳
、
通
帳
、
届
出
印

を
持
っ
て
、
引
き
落
と
し
す
る
金

融
機
関
へ
、
郵
便
局
の
場
合
は
、

九
月
中
旬
、
銀
行
の
場
合
は
、
九

月
二
十
日
頃
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

　
前
納
の
納
付
書
が
必
要
な
人
は
、

岡
山
東
社
会
保
険
事
務
所
1
０
８

６（
２
７
１
）０
０
１
１
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

                  

　
失
明
は
、
人
生
の
悲
し
い
出
来

事
の
一
つ
で
す
。 

　
空
の
広
さ
、
海
の
青
さ
や
花
の

美
し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
ば
か
り
か
、
世
の
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
と
な
り
ま
す
。 

　
県
内
に
は
今
す
ぐ
手
術
が
必
要

で
角
膜
移
植
の
順
番
を
待
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
は
約
四
十
人
お
ら
れ

ま
す
が
、
昨
年
度
、
角
膜
移
植
の

た
め
に
提
供
さ
れ
た
眼
球
は
十
眼

で
眼
球
数
が
非
常
に
不
足
し
て
い

ま
す
。 

　
自
分
の
死
後
、
目
の
不
自
由
な

人
に
眼
球
を
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
る
人
は
、
&
岡
山
県
ア
イ
バ

ン
ク
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
は
が
き
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
登
録
し
て
頂
い
た
人
に
万
一

ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご

遺
族
か
ら
ア
イ
バ
ン
ク
に
ご
連
絡

頂
き
ま
す
と
医
師
が
派
遣
さ
れ
、

眼
球
が
摘
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ご
本
人
が
献
眼
登
録
し
て
お
ら
れ

な
く
て
も
、
ご
遺
族
が
書
面
で
献

眼
を
承
諾
さ
れ
れ
ば
、
眼
球
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
献
眼

者
の
ご
遺
体
に
は
す
ぐ
そ
の
あ
と

に
義
眼
を
入
れ
ま
す
の
で
顔
の
形

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
頂
い
た
眼
球
は
移
植
希
望
者
に

移
植
さ
れ
、
善
意
の
角
膜
は
視
力

の
回
復
し
た
人
の
目
と
な
っ
て
い

つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
&
岡
山
県
ア
イ
バ
ン
ク 

　
〒
７
０
０
―
０
９
２
３ 

　
岡
山
市
大
元
駅
前
三
ノ
五
七 

　
1
０
８
６（
２
２
３
）６
６
２
２ 

　
6
０
８
６（
２
２
３
）１
２
２
３ 

    

　
人
と
動
物
が
共
存
で
き
る
豊
か

な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
次
の
日

程
で
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
す
。 

日
　
時
　
九
月
十
八
日
（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時 

場
　
所 

　
岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

　
岡
山
市
御
津
伊
田
二
七
五
〇 

内
　
容 

¡

犬
の
し
つ
け
方
教
室 

¡

ふ
れ
あ
い
教
室 

¡

犬
・
ね
こ
の
譲
渡
会 

¡

パ
ピ
ー
教
室 

¡

ペ
ッ
ト
の
写
真
展 

　
な
お
、
ペ
ッ
ト
の
写
真
展
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、

犬
・
ね
こ
の
譲
渡
会
に
つ
い
て
参

加
希
望
の
人
は
九
月
十
一
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
る
講
義
、
ま
た
は
譲

渡
講
習
会
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
事
前
に
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　 

　
&
岡
山
県
動
物
愛
護
財
団 

　
1
０
８
６
７（
２
４
）３
２
８
８ 

※
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
山
陽

お
知
ら
せ 
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合
同
相
談 

年
金
相
談 

目
の
不
自
由
な
人
の 

た
め
に
愛
の
光
を 

岡
山
県
動
物
愛
護 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

（表１）１０月以降、翌年３月分までの現金（納付書）による前納 

（表２）１０月分から翌年３月分までの口座振替による前納 

10月分から 
11月分から 
12月分から 
1月分から 
2月分から 

８０，８２０円 
６７，４６０円 
５４，０５０円 
４０，６１０円 
２７，１２０円 

６６０円 
４４０円 
２７０円 
１３０円 
４０円 

 

平成１７年１０月３１日 
平成１７年１１月３０日 
平成１８年 １月４日 
平成１８年 １月３１日 
平成１８年 ２月２８日 
 

前納額 割引額 納付期限 

前納額 割引額 納付期限 
８０，５５０円 ９３０円 平成１７年１０月３１日 

国
民
年
金
保
険
料
は 

前
納
が
お
得
で
す 

行
政
相
談
委
員
に 

射
矢
昌
美
さ
ん 



　
ふ
れ
あ
い
公
園
で
開
催
さ
れ
て

　
い
る
「
あ
か
い
わ
動
物
ふ
れ
あ

　
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。 

     

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
は
道
路
の

国
勢
調
査
で
す
。 

　
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
（
全
国
道

路
交
通
情
勢
調
査
）
は
、
全
国
の

道
路
と
道
路
交
通
の
実
態
を
把
握

す
る
調
査
で
、
国
、
県
、
公
団
な

ど
が
共
同
で
行
う
全
国
規
模
の
調

査
で
す
。 

　
調
査
は
、
一
般
交
通
量
調
査
、

自
動
車
起
終
点
調
査
、
駐
車
調
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。
中
で
も
、
自

動
車
起
終
点
調
査
で
は
、
調
査
対

象
車
両
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
そ

の
自
動
車
の
使
用
者
を
訪
問
し
て
、

自
動
車
の
使
い
方
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。 

　
調
査
の
結
果
は
、
種
々
の
分
析

に
活
用
さ
れ
、
将
来
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
道
づ
く
り
計
画
の
策
定

な
ど
に
役
立
て
ま
す
。 

　
道
路
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

や
救
済
活
動
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
、
最
も
基
本
的
な
社
会
資

本
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
土
木
部
道
路
建
設
課 

　
1
０
８
６（
２
２
６
）７
４
６
８ 

     

　
十
月
七
日
（
金
）
か
ら
十
日
（
月
）

ま
で
の
間
、
焼
却
施
設
修
繕
の
た

め
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
可
燃

ご
み
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。 

持
ち
込
み
が
で
き
な
い
も
の 

¡
可
燃
ご
み
…
紙
類
・
布
類
・
プ

　
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど 

¡

可
燃
粗
大
ご
み
…
カ
ー
ペ
ッ
ト
・

　
タ
ン
ス
・
ふ
と
ん
類
な
ど 

持
ち
込
み
が
で
き
る
も
の 

¡

資
源
化
ご
み
…
び
ん
・
か
ん
・

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
・

　
段
ボ
ー
ル 

¡

粗
大
ご
み
…
電
気
製
品
な
ど 

た
だ
し
、
収
集
は
予
定
通
り
行
い

ま
す
。 

     

　
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
」

の
主
会
場
と
な
る
岡
山
県
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
地
中
に
は
、
津
島
遺

跡
と
い
う
原
始
古
代
の
ム
ラ
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
九
年
か
ら
、
桃
太
郎
ス
タ

ジ
ア
ム
な
ど
の
建
設
に
伴
い
大
規

模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
貴
重
な
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
企
画
展
は
、
国
体
ス
ポ
ー

ツ
芸
術
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、
津
島
遺
跡
の
発
掘
成
果
の

紹
介
を
通
じ
て
、
遺
跡
の
大
切
さ
、

考
古
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
ま

す
。 

会
　
期
　
九
月
一
日
（
木
）
〜
十

　
月
二
日
（
日
） 

開
館
時
間 

　
午
前
九
時
〜
午
後
六
時 

休
館
日
　
九
月
五
日
（
月
）
・
九

　
月
二
十
日
（
火
）
・
九
月
二
十

　
六
日
（
月
） 

入
館
料
　
二
百
円
（
六
十
五
歳
以

　
上
・
中
学
生
以
下
無
料
） 
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和
気
北
部
衛
生
施
設
組
合 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を 

平
成
十
七
年
秋
に 

実
施
し
ま
す
。 

17年7月中 

16年7月中 

増 減  

17年7月末 

16年7月末 

増 減  

107 

117 

－10 

738 

658 

80

38 

37 

1 

229 

204 

25

0 

0 

0 

2 

1 

1

2 

5 

－3 

19 

12 

7

57 

43 

14 

301 

278 

23

69 

80 

－11 

509 

454 

55

総件数 
区分 

年 
人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成17年赤磐市内交通事故発生状況（7月） 

「ゆずりあう  マナーがキラリ  岡山路」 

　９月２１日から３０日までの１０日間、県下一斉に秋の交通
安全県民運動が実施されます。 

◇最重点目標 
　高齢者の交通事故防止 
◇重点目標 
　¡夕暮れ時の歩行中と自転車乗用中の交通事故防止 
　¡シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 
　¡交差点における正しい通行の徹底 

　事故はほんの少しの気の緩みで起きます。この期間中
に、家庭や地域、学校・職場で交通安全について話し合い、
みんなで、事故や違反のない赤磐市にしましょう。 

9月2
1日～

9月3
0日 

▲市内各地で交通安全教室を開催 

発
掘
・
発
見
・
そ
し
て
未
来
へ 

〜
津
島
遺
跡
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜 
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　介護保険施設を利用している人の食費や居住費（滞在費）が、10月から原則と
して全額自己負担となります。 
　現在、在宅サービスの利用者は食費や居住費（家賃や光熱費など）を自分で負
担していますが、施設を利用している人の食費の大部分や居住費は、介護保険か
らの給付でまかなわれています。今回の見直しは、在宅サービスと施設サービスの
負担の差を調整するためのものです。 

●利用者が負担するようになるもの 
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設、短期入所介護の利用者 
　　　　　　　　　 
　　　　介護サービス費用の１割、日常生活費、　　　　　　　介護サービス費用の１割、日常生活費、 
　　　　食事代の一部　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事代の全額、居住費の全額 
 
　 
　通所介護、通所リハビリテーションの利用者　　　　　　　　　 
 
　　　　介護サービス費用の１割、日常生活費、　　　　　　　介護サービス費用の１割、日常生活費、 
　　　　食事代の一部　　　　　　　　　　　　　　　　　　食事代の全額 
 

●低所得の人は負担が軽減されます（対象は介護保険施設、短期入所介護の利用者） 
　施設サービスの利用者負担が重くならないように、所得の低い人には負担の上限額が決められます。この負担限度額を
超える部分については、申請により介護保険から支給されます。（特定入所者介護サービス費といいます） 
　この申請について、現在介護保険施設に入所中で、食事の標準負担額の減額認定を受けている人には、9月中に施設を
通じてご案内します。短期入所介護（ショートステイ）を利用している人の場合は、ケアマネジャーの人に相談するなどして、申
請の手続きをしてください。 

介護保険をご利用の皆さんへ 

改　正 

改　正 

全額自己負担した場合の

平均的な費用の額 

　　　　　（基準費用額） 

q生活保護を受給してい
　る人など 

w住民税世帯非課税で、課税
　年金収入と他の所得の合計
　額が年間８０万円以下の人 

e住民税世帯非課税でw

　に該当しない人 

ユニット型個室 従来型個室 

１日あたりの居住費 

多床室 
１日あたり 
の食費 ユニット型準個室 

１,９７０円 ３２０円 １,３８０円 １,６４０円 １,６４０円（特別養護老人ホーム
とショートステイは１,１５０円） 

ユニット型個室 従来型個室 

１日あたりの居住費 
利用者負担段階 

多床室 
１日あたり 
の食費 ユニット型準個室 

８２０円 ０円 ３００円 ４９０円 
４９０円（特別養護老人ホームと
ショートステイは３２０円） 

１,６４０円 ３２０円 ６５０円 １,３１０円 １,３１０円（特別養護老人ホーム
とショートステイは８２０円） 

８２０円 ３２０円 ３９０円 ４９０円 
４９０円（特別養護老人ホームと
ショートステイは４２０円） 

★基準費用額（日額） 

★負担限度額（日額） 

問い合わせ先 



青魚で疲れを吹き飛ばそう 
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シリーズt

介
護
 ５ 

　
そ
ろ
そ
ろ
夏
の
疲
れ
が
感
じ
ら

れ
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
イ
ワ
シ

や
サ
バ
な
ど
が
お
い
し
く
な
っ
て

く
る
の
は
ま
さ
に
天
の
配
剤
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。 

　
イ
ワ
シ
や
サ
バ
、
サ
ン
マ
な
ど

は
青
魚
と
い
わ
れ
、
か
つ
て
は
最

も
お
な
じ
み
の
魚
で
し
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
毎
日
の
食
卓
に
の
る

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

　
青
魚
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
類
を
多
く
含
ん
で
お
り

疲
れ
の
回
復
に
は
も
っ
て
こ
い
の

食
材
で
す
。 

　
サ
バ
は
イ
ワ
シ
と
並
ん
で
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
２
含
有
量
が
魚
の
中
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
暑
さ
で
消
耗
し

た
ビ
タ
ミ
ン
類
の
補
給
に
お
す
す

め
で
す
。 

　
イ
ワ
シ
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
多

く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

て
く
れ
る
の
で
骨
ご
と
食
べ
る
の

に
ぴ
っ
た
り
で
す
。 

　
サ
ン
マ
の
血
合
に
は
悪
性
貧
血

を
防
ぐ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
２
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
青
魚
の
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

　
青
魚
の
脂
肪
に
は
脂
肪
酸
の
一

種
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
イ
コ
サ
ペ
ン

タ
エ
ン
酸
）
と
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ

ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
が
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に

し
て
動
脈
硬
化
を
防
い
で
く
れ
ま

す
し
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
に
は
脳
の
働
き
を

高
め
る
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
も

秋
に
な
っ
て
お
い
し
さ
が
増
す
魚

を
見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

 

食
中
毒
に
注
意
！ 

　
初
秋
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
暑

い
こ
の
季
節
。
食
中
毒
の
発
生
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
魚

介
類
で
食
中
毒
を
お
こ
す
原
因
と

な
る
食
中
毒
菌
は
「
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
」
で
す
。 

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
予

防
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

q

保
存
温
度
は
十
度
以
下
に
保
ち
、

　
菌
を
増
殖
さ
せ
な
い 

w

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
真
水
に
弱

　
い
の
で
、
流
水
で
十
分
洗
浄
す

　
る 

e

下
処
理
を
し
た
ま
な
板
は
き

　
ち
ん
と
洗
浄
、
消
毒
し
て
か
ら

　
仕
上
げ
作
業
を
行
う 

 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

お
い
し
く
そ
し
て
健
康
に
旬
の
恵

み
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

 

良質のタンパク質、ビタミン類を多く含み 
生活習慣病の予防にも威力を発揮！ 

『
介
護
者
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
』
 

　
山
陽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
を
対
象

に
介
護
者
教
室
を
毎
月
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
七
月
二
十
九
日
（
金
）
は
、

熊
山
地
域
と
合
同
で
、
今
年

度
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
た

認
知
症
の
勉
強
会
を
い
き
い

き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

し
た
。
川
崎
医
科
大
学
神
経

内
科
の
砂
田
教
授
を
お
招
き
し
、

「
認
知
症
の
理
解
と
最
新
治
療
」

の
お
話
を
聞
い
た
後
、
交
流

会
を
も
ち
ま
し
た
。
温
か
く

優
し
い
指
導
で
、
介
護
者
の

皆
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
こ

と
を
、
先
生
が
一
つ
一
つ
丁

寧
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、
大

変
充
実
し
た
一
日
が
過
ご
せ

ま
し
た
。 

　
介
護
者
教
室
は
、
こ
の
よ

う
な
勉
強
会
の
ほ
か
に
、
介

護
者
の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場

で
も
あ
り
、
日
ご
ろ
で
き
な

い
体
操
や
、
同
じ
よ
う
な
立

場
の
人
と
の
情
報
交
換
会
を

通
じ
、
参
加
者
同
士
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
知

ら
な
い
人
ば
か
り
で
心
配
と

思
わ
れ
ず
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 山
陽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

1
０
８
６
９（
５
５
）９
６
６
６
 

 

▲スライドを使って認知症のお話 



　
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
楽
し
く
愉
快
な
歌
仲
間
を
作
り
、

明
る
く
健
康
な
赤
磐
市
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
第
一
回
発
表
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
九
月
二
十
五
日
（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
六
時
 

場
　
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
 

問
い
合
わ
せ
先
 

¡
荒
嶋
克
巳
 

　
1
０
８
６
９（
５
８
）２
７
３
３
 

¡
石
原
陽
子
 

　
1
０
８
６
９（
５
５
）８
４
５
４
 

　
手
話
を
学
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
初
め
て

の
人
も
気
楽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
は
無
料
で
す
。 

日
　
時
 

　
十
月
三
日
（
月
）、
十
七
日
（
月
）、

　
二
十
四
日
（
月
） 

　
午
後
七
時
〜
九
時
 

場
　
所
　
中
央
公
民
館
 

問
い
合
わ
せ
先
 

　
手
話
サ
ー
ク
ル
山
陽
も
も
の
会
 

　
1
０
８
６
９（
５
６
）１
０
６
８
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６９－５５－２６９２ 
 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
ご
案
内
 

第
十
四
回
手
話
講
座
の
ご
案
内
 

™
妻
の
背
に
尽
し
て
ま
す
と
書
い
て
あ
る
 

™
懸
命
に
尽
し
て
向
う
快
復
期
 

™
尽
し
た
い
人
に
は
影
が
見
え
隠
れ
 

™
車
椅
子
尽
し
た
過
去
を
知
っ
て
い
る
 

™
尽
さ
ね
ば
と
思
い
つ
親
に
甘
え
て
る
 

™
尽
し
て
も
明
日
が
読
め
な
い
母
を
抱
く
 

™
尽
さ
れ
つ
染
り
つ
ゝ
ゆ
く
嫁
の
色
 

 ™
ジ
ー
パ
ン
も
今
日
は
水
着
で
健
康
美
 

™
水
着
の
あ
と
子
の
元
気
さ
が
は
じ
け
て
る
 

™
水
着
見
て
海
が
恋
し
く
な
る
若
さ
 

™
体
型
に
合
う
た
水
着
が
見
付
か
ら
ず
 

™
還
暦
の
冒
険
水
着
派
手
に
す
る
 

™
は
ず
か
し
い
で
も
着
て
み
た
い
水
着
で
す
 

™
新
調
の
水
着
お
風
呂
で
試
着
す
る
 

™
泳
げ
な
い
水
着
海
辺
に
花
咲
か
せ
 

藤
原
　
洋
文
 

稲
田
は
る
子
 

伊
賀
　
禮
子
 

藤
原
　
信
子
 

福
井
　
陽
炎
 

羽
原
　
芳
恵
 

谷
井
妣
榔
子
 

 道
満
　
昭
枝
 

岡
本
　
淳
子
 

金
谷
　
艶
子
 

杉
山
　
順
子
 

堤
　
た
も
つ
 

戸
川
　
　
浩
 

頼
則
　
幸
雄
 

岩
藤
　
孔
明
 

★8月6日（土）、町苅田夏まつり 
　約５００人の地区民がカラオケやゲーム、おどりを 
　楽しみました。 

赤
坂
川
柳
教
室
 

「
尽
す
」
 

「
水
着
」
 

　7月17日、赤磐市名誉市民の小坂淳夫氏が亡くなられました。享年89歳でした。謹んでお悔や

み申し上げます。 

　小坂淳夫氏は大正4年に当時の赤磐郡鳥取上村大字山口（現在の赤磐市山口）で生まれ、岡山

医科大学を卒業。永年にわたり、医学の研究、診療に尽力されました。特に肝臓病の研究に関し

ては、流行性肝炎、悪性肝炎等の予防について研究を重ね、この研究がわが国のウイルス肝炎研

究の発端となるなど、その功績は広く認められています。 

　また岡山大学長、岡山県立大学の初代学長、大学入試センター所長などを歴任し、医療、教育

の発展に多大な貢献をされました。 

　このような業績が認められ、昭和48年岡山県三木記念賞、昭和58年山陽新聞社賞、昭和62年勲

二等旭日重光章、昭和63年岡山県文化賞を受賞し、昭和63年旧赤坂町の名誉町民となりました。 

　氏のご功績に心より敬意を表しますとともに、安らかなるご冥福をお祈りいたします。 



　今月は、熊山支部のグループの活
動を紹介します。 
　グループは３つで各グループとも
メンバーは１３人です。 
 
◆調査グループ 
　年２回、主に味噌汁などの塩分測
定を行い、統計をとっています。 
 
◆実践グループ 
　毎月、７０歳以上の一人暮らしの人
と７５歳以上の高齢者世帯を対象に配
食しているお弁当の献立を検討し、
実際に作って試食して、献立を決定
しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆普及グループ 
　熊山地域で全世帯を対象に広報紙
【栄養くまやま】を年２回（９月・
３月）発行しています。内容は、調
査グループの塩分測定の結果や、実
践グループのおすすめ料理（季節に
合った献立・旬の野菜を使った献立）
などです。 
 
 

熊　山　支　部 

栄養
委員
の 

▲実践グループの弁当づくり 

▲普及グループの広報紙 

s
決
意
表
明
を
行
う 

　
片
岡
達
也
会
長 
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気
持
ち
新
た
に
・
・
・
 

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
 

岡
山
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞
 

 

〜
桜
が
丘
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
所
 

　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
　
お
よ
び
防
犯
用
品
貸
与
式
〜
 

〜
献
血
運
動
推
進
協
力
団
体
〜
 

　
八
月
四
日
（
木
）、
岡
山
市
の
ピ
ュ
ア

リ
テ
ィ
ま
き
び
で
「
献
血
感
謝
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
、
献
血
運
動
推
進
協
力
団

体
と
し
て
市
内
事
業
所
の
備
前
化
成
1

が
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
を
、
ま
た
1

山
陽
マ
ル
ナ
カ
山
陽
店
が
岡
山
県
知
事

感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
感
謝
状
は
組
織
的
に
献
血
に
協

力
し
、
献
血
運
動
の
推
進
に
功
労
が
あ
っ

た
団
体
な
ど
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
血
液
の
安
定
供
給
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
モ
デ
ル
事
業
（
全
国

百
地
区
で
実
施
）
の
一
地
区
に
、

桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議

会
が
選
ば
れ
、「
桜
が
丘
地
域

安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開

所
お
よ
び
防
犯
用
品
貸
与
式
」

が
七
月
十
一
日
い
き
い
き
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
西
日
本
最
大
級
の
団
地
で

あ
る
桜
が
丘
団
地
（
ネ
オ
ポ

リ
ス
）
は
一
つ
の
団
地
で
あ

り
な
が
ら
合
併
前
は
山
陽
町

と
熊
山
町
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
状
況
の
中
先
駆

者
の
功
績
を
引
き
継
ぎ
、
今

年
度
新
会
長
が
「
団
地
は
一
つ
」

「
団
地
の
安
全
は
団
地
の
住
民

で
」
と
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

気
持
ち
新
た
に
尚
一
層
の
安

全
意
識
の
向
上
に
会
員
一
同

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　 

　
ま
た
、
同
会
組
織
内
の
地

域
安
全
推
進
員
桜
が
丘
班
で

は
県
下
に
先
駆
け
て
今
年
二

月
か
ら
青
色
回
転
灯
装
備
車

両
三
台
に
よ
る
団
地
内
の
地

域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
自

主
防
犯
意
識
の
高
揚
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
同
会
は
随
時
会
員
募
集
も

し
て
い
ま
す
。
自
主
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

 

桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会 

副
会
長
　
小
田
　
哲
也 

【
連
絡
先
】 

　
1
／

6
０
８
６
９（
５
５
）５
２
３
８ 

　t-oda@
po.harenet.ne.jp 

  



７月・８月のできごと 
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七
月
二
十
四
日
（
日
）
、
周
匝
八

幡
宮
で
灯
籠
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

周
匝
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち

は
、
境
内
を
清
掃
後
、
思
い
や
願
い

を
書
い
た
灯
籠
を
参
道
脇
に
並
べ
ま

し
た
。 

　
日
が
暮
れ
る
と
灯
籠
か
ら
の
暖
か

な
光
で
参
道
が
照
ら
さ
れ
、
穏
や
か

な
風
景
に
な
り
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
、
お
か
や
ま
国
体
の
も

も
っ
ち
も
参
加
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
ゲ
ー
ム
や
花
火
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

赤
磐
市
女
性
の
会
赤
坂
支
部 

　
八
月
七
日（
日
）、山
陽
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

赤
磐
市
夏
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
内
に
は
所
狭
し
と
屋
台
が
軒
を

並
べ
、家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
盆
踊
り
が
始
ま
る
と
、会
場
の
中
央

に
建
て
ら
れ
た
や
ぐ
ら
の
周
り
に
、踊
り

連
と
し
て
参
加
し
た
十
五
グ
ル
ー
プ
約
二

百
人
が
幾
重
に
も
輪
を
作
り
、備
前
四

ツ
拍
子
や
炭
坑
節
な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、六
百
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

約
五
千
人
の
来
場
者
は
夏
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

赤
磐
市
夏
ま
つ
り
開
催 

▲全国大会で健闘を見せた山陽北小チーム 

〈選　手〉 
　野崎　貴大／小椋　晶奈／荒堀　克史 

　西崎　直希／西原　大貴／木本　ひかる 

周
匝
八
幡
宮
灯
籠
祭
り 

7月31日、8月1日 
第四十回交通安全子供自転車全国大会（東京都） 

s
親
子
で
、ス
ト
ロ
ー 

　
を
使
っ
た
動
く 

　
お
も
ち
ゃ
作
り 

tビニール袋で 
　ご飯を炊く 
　炊き出し体験 

　
八
月
四
日（
木
）、地
域
で
楽
し
く
子
育
て
を

〜
ウ
イ
ズ
プ
ラ
ン
21（
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
）

の
一
環
と
し
て
、赤
坂
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
、

「
元
気
に
あ
そ
ぼ
う
、楽
し
く
学
ぼ
う
！
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
赤
磐
市
女
性
の
会
赤
坂
支
部

が
主
催
し
た
も
の
で
、約
七
十
人
の
親
子
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
押
し
花
の
し
お
り
や
ス
ト
ロ
ー

を
使
っ
た
動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
り
、す
ぐ
に
友
達

に
な
れ
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、講
師
に
日
赤
岡
山
県
支
部
の
圓
尾
さ

ん
を
招
き
、地
震
な
ど
の
災
害
の
話
を
聞
き
、実

際
に
炊
き
出
し
の
体
験
も
し
ま
し
た
。
炊
き
出

し
で
は
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
利
用
し
て
ご
飯
を

炊
き
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
に
し
て
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

▲夏の夜を彩る花火 

▲盆踊りを踊る踊り連 

s
も
も
っ
ち
も
参
加
し
て
祭
り
は 

　
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 
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七
月
三
十
一
日
、
合
併
記
念
式
典

の
参
集
時
、
前
日
か
ら
天
気
予
報
は

雨
模
様
で
し
た
が
降
ら
ず
、
式
典
直

前
に
な
っ
て
ど
し
ゃ
降
り
。
雷
雨
に

お
そ
わ
れ
受
付
に
は
衣
服
を
濡
ら
し

た
招
待
者
が
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
出
立
ち
の
雨
は
縁
起
が
良
い

と
い
い
ま
す
が
、「
合
併
記
念
式
典
の

日
は
大
降
り
じ
ゃ
っ
た
な
ぁ
」
と
記

憶
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
赤
磐
市
は
こ
れ
か
ら
新
し
い
歴
史

を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。「
広
報
あ
か
い

わ
」
で
そ
の
歴
史
の
一
つ
一
つ
を
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
ま
た
記
録
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
え
む
・
テ
ィ
） 
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赤磐市の人口 
 人口… 

  男… 

 女… 

世帯数… 

45,629人（＋５７）　 

21,825人（＋２９）　 

23,804人（＋２８）　 

15,812世帯（＋２５） 

（8月1日現在） 

（　）は7月１日との差 

　
七
月
十
七
日（
日
）、ド
イ
ツ
の
森
で
「
２
０
０
５

赤
磐
市
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
ド
イ
ツ
の

森
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、県
内
外
か
ら
一
万
人
を
超
え
る
来
場

者
が
詰
め
掛
け
、特
設
ス
テ
ー
ジ
の
踊
り
や
太
鼓

な
ど
の
披
露
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、テ
ン
ト
村
で
は
、焼
き
鳥
、焼
き
そ
ば
、わ

た
が
し
な
ど
に
来
場
者
が
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
祭
り
の
締
め
く
く
り
と
し
て
最
後
に
は
、夏
の

夜
空
を
彩
る
花
火
が
二
千
五
発
打
ち
上
げ
ら
れ
、

会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮
に
な
り
、来
場
者

は
夏
の
暑
さ
も
忘
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

  

２
０
０
５ 
赤
磐
市
サ
マ
ー
ナ
イ
ト 

　
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

ド
イ
ツ
の
森 

 

　
七
月
二
十
八
日（
木
）、四
歳
か
ら
六
歳
の
幼
児
を
対

象
に
、歯
科
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
教
室
は
噛

む
こ
と
や
歯
の
大
切
さ
を
親
子
で
改
め
て
考
え
、健
康

な
歯
で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目
的
に
、虫
歯
予

防
の
た
め
の
ミ
ニ
講
座
・
歯
み
が
き
指
導
・
歯
科
健
診
・

フ
ッ
素
塗
布
・
お
や
つ
指
導
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。 

　
百
三
十
五
人
の
参
加
者
は
、歯
科
医
に
気
に
な
る
こ

と
を
た
ず
ね
た
り
、歯
の
こ
と
や
お
や
つ
の
こ
と
な
ど
を

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
も
歯
科

衛
生
士
の
指
導
で
歯
み
が
き
や
フ
ッ
素
塗
布
を
頑
張
っ

て
し
て
い
ま
し
た
。 

　
虫
歯
予
防
は
、歯
み
が
き
習
慣
や
食
生
活（
お
や
つ
の

食
べ
方
）が
大
切
で
す
。
特
に
、歯
み
が
き
は
一
人
で
は
隅
々

ま
で
き
れ
い
に
み
が
く
の
は
難
し
い
の
で
、小
学
校
低
学

年
ま
で
は
仕
上
げ
磨
き
が
必
要
で
す
。 

　
み
ん
な
が
食
べ
物
を
よ
く
噛
ん
で
お
い
し
く
食
べ
、健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
、「
歯
の
健
康
や
食
生
活
」
に
つ
い
て

ご
家
庭
で
も
見
つ
め
な
お
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

　
　
　
　
　
　（
保
健
福
祉
課
　
母
子
保
健
係
） 

 

　
八
月
四
日
（
木
）
、
備
前
県
民
局
管
内
の
十

市
町
長
と
知
事
が
懇
談
す
る
「
夢
づ
く
り
地
域

サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
赤
磐
市
の
中
央
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
、
県
側
か
ら
石

井
正
弘
県
知
事
、
山
本
剛
企
画
振
興
部
長
、
板

野
忠
司
備
前
県
民
局
長
、
ま
た
管
内
か
ら
は
、

岡
山
市
助
役
と
玉
野
、
備
前
、
瀬
戸
内
、
赤
磐

の
各
市
長
、
そ
れ
に
建
部
、
瀬
戸
、
佐
伯
、
和

気
、
吉
備
中
央
の
各
町
長
。 

　
サ
ミ
ッ
ト
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で
荒
嶋
赤

磐
市
長
は
、
両
宮
山
古
墳
や
備
前
国
分
寺
跡
な

ど
全
国
レ
ベ
ル
の
史
跡
を
抱
え
る
赤
磐
市
の
状

況
を
伝
え
、
そ
の
保
存
・
保
護
と
歴
史
公
園
整

備
が
課
題
と
し
て
、
人
的
・
物
的
支
援
を
要
請

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
石
井
知
事
は
、
「
県

と
し
て
も
可
能
な
限
り
支
援
し
た
い
」
と
答
え

ら
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
合
併
に
伴
う
三
年

間
の
財
源
確
保
や
、
ご
み
処
理
の
広
域
化
、
権

限
移
譲
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
要
望
し
ま

し
た
。 

  

夢
づ
く
り
地
域
サ
ミ
ッ
ト 

t2005発の花火が 
　フィナーレを飾りました。 

▲躍動感あふれる童鬼連の踊り 

▲夢づくり地域サミットであいさつする石井県知事 
　これに先立ち石井県知事と管内の町内会長らと
　の懇談会も行われ活発な意見が交わされました。 

▲噛むことや歯の大切さを改めて知ることができました 
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■
鳥
取
上
高
塚
古
墳 

げ
ん
し
つ 

せ
ん
ど
う 

             

　
西
窪
田
の
南
部
、
下
仁
保
と

の
境
近
く
に
大
き
な
池
（
大
天

満
池
）
が
あ
り
ま
す
が
、
鳥
取

上
高
塚
古
墳
は
こ
の
池
の
東
岸

に
所
在
し
ま
す
。
正
確
に
言
え

ば
古
墳
の
墳
丘
を
利
用
し
て
池

が
築
か
れ
て
お
り
、
遠
く
か
ら

見
る
と
古
墳
は
池
の
堤
に
し
か

見
え
ま
せ
ん
。 

　
古
墳
時
代
後
期
・
六
世
紀
中

頃
に
築
か
れ
た
古
墳
で
す
。 

　
こ
の
古
墳
は
石
室
、
石
で
築

か
れ
た
墓
室
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
石
室
の
大
き
さ
は
全

長
十
一
・
二
　
で
、
長
さ
七
・

七
　
、
幅
約
三
　
、
高
さ
二
・

七
　
の
玄
室
と
呼
ば
れ
る
長
方

形
の
墓
室
と
、
幅
一
・
四
　
、

高
さ
一
　
の
羨
道
と
呼
ば
れ
る

通
路
部
分
か
ら
な
り
ま
す
。
玄

室
の
床
面
積
は
こ
の
数
値
か
ら

二
十
一
・
五
平
方
　
で
約
十
三

畳
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
石
室

の
壁
は
大
き
な
自
然
石
を
三
か

ら
四
段
に
組
み
、
そ
の
間
に
は

小
さ
な
石
を
配
し
て
い
ま
す
。 

　
壁
に
用
い
ら
れ
た
石
の
一
つ

は
長
さ
約
二
　
、
幅
八
十
　
の

大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
石
材
の

奥
行
き
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

仮
に
幅
と
同
じ
八
十
　
と
す
れ

ば
こ
の
石
の
重
量
だ
け
で
約
四

　
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
大

き
な
石
材
を
い
く
つ
も
集
め
て

運
び
、
こ
の
石
室
は
築
か
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
い
っ
た
い
ど

う
や
っ
て
天
井
に
長
さ
三
　
以

上
の
石
を
架
け
た
の
か
、
実
は

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
さ
て
、
石
室
の
説
明
を
先
に

行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
鳥
取
上

高
塚
古
墳
は
前
方
後
円
墳
で
、

石
室
は
後
円
部
に
築
か
れ
て
お
り
、

前
方
部
は
北
西
方
向
に
向
い
て

い
ま
す
。 

　
六
世
紀
に
は
古
墳
の
石
室
や

石
材
の
大
き
さ
が
豪
族
た
ち
の

権
威
を
表
す
も
の
と
な
り
、
墳

丘
は
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

鳥
取
上
高
塚
古
墳
の
墳
丘
の
長

さ
は
約
七
十
　
で
、
六
月
号
で

紹
介
し
た
両
宮
山
古
墳
の
大
き

さ
に
く
ら
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
小

さ
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
岡

山
県
の
六
世
紀
の
古
墳
の
中
で

は
総
社
市
こ
う
も
り
塚
古
墳
に

次
ぐ
規
模
と
な
り
ま
す
。
備
前

地
域
で
最
大
の
墳
丘
と
石
室
を

も
つ
本
墳
は
、
六
世
紀
に
こ
の

地
域
を
勢
力
下
に
お
い
た
首
長

が
築
い
た
墳
墓
と
推
定
で
き
ま
す
。 

　
見
学
の
際
は
懐
中
電
灯
が
あ
っ

た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）  

砂川 

一の部川 

ラベンダークラブ岡山 
ハーブガーデン 
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岡山県立 
農業試験場 

至 岡山 

至 御津 

鳥取上高塚古墳 

大天満池 

赤磐市市章、決まりました。 

【市章の意味するもの】 

　赤磐市の「ア」をモチーフに、躍動感とふれあいのイメージを表現し

ました。赤は市民の活力を、緑は豊かにとりまく自然と文化と歴史を象

徴し、未来をみつめ活気あふれる赤磐市の発展を意味しています。 

▲大天満池の東岸に所在 

▲玄室奥側 

▲玄室前側から羨道 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

メ
ー 

ト
ル 

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 

ト 　
ン 

メ
ー 

ト
ル 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

と
っ
と
り
か
み
た
か
つ
か 

こ
ふ
ん 
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